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県
内

５‐
市
町
村

の
代
表
者
、
県
協

会
役
員
並

び

に
表
彰
者

の
参
加

で
用

意

さ
れ
た
席

は
満
席
状
態

の
中
、
平

成
１５
年
度
の
総
会
が
１３
時
３０
分
に
開
会
。

田
中
事
務
局
長

の
発
言

に
よ
り
、

昨

年

の

１２
月

１４

日

に
逝

去

さ

れ

た

故
宮
崎
会
長

へ
の
哀
悼

の
意
を
告
げ
、

一
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

議
長

の
選
出
に
は
前
年
と
同
じ
く
、

朝
霞
市

の
清
水
准
氏
を
選
出
。
次

い

で
鈴
木
理
事
長

よ
り
、

２
月

２‐
日

の

理
事
会

に
於

て
の
新
会
長
推
挙

の
報

告

が
な
さ
れ
、
出
席
評
議
員

の
賛
成

多
数

に
よ
り
、
熊
谷
市

の
人
木
岩
男

副
会
長

の
昇
格
が
決
定
。
任
期

は
前

会
長

の
残
任
期
間

で
、
来
年
度

の
役

員
改
選
時
ま
で
。

新
会
長

の
挨
拶

に

つ
づ

い
て
、
功

労
者
（４７
名
）特
別
表
彰
（７
名
）
の
表
彰

式

が
行

わ
れ
、
謝
辞

に
は
熊
谷
市

の

四
分

一
氏
が
代
表
し
て
述
べ
た
。

‐５
年
度

の
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、

監
査
報
告
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

‐６
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案

の
審

議
で
は
、
予
算
の
一部
を
理
事
会
に
修
正

委
託
な
ど
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

本
年
度
の
事
業
は
開
始
さ
れ
る
事
と
な

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

（文
責
　
古
谷
）

新
会
長
に
八
木
岩
男
氏
（熊
谷
市
）

理
事
会
の
推
挙
を
受
け
全
会

一
致

男
長

山石
謄

木

ＧＧ
八
県

吻〓゙勧』隷％がビ‐づくりをＨ

こ
の
た
び
関
係
皆
様

の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
任

の
重
さ
を
痛

感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご

ざ

い
ま
す
。
も
と
よ
り
未
熟
な
私
で

す
が
、
皆
さ
ん
方
の
絶
大
な
る
ご
指
導
、

ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
職
責
を

果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
途
中
で
会
長
を
失

っ
た

こ
と
は
ま
こ
と
に
悲
し
く
残
念
で
あ
り
、

於

。
大
富

ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

埼
玉
県
協
会

に
と
り
、
ま

こ
と

に
大

き
な
痛
手

で
あ
り
ま
し
た
．

今
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
自
己
健

康
管
理
の
時
代
と
言
わ
れ
、
国
民
の
ス
ポ

ー
ツ
に
対
す
る
参
加
意
欲
は
増
大
し
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
誰
と
で
も
Ｈ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
も
と
に
、
手
軽
で
親
し
み
や
す
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
券
庶
墾
百
は
年
々
脳
「

加
し
て
お
り
ま
す
。

協
会

が
主
催
す

る
大
会

は
ご
く
わ

ず

か

で
す
が
、
お
互

い
が
喜

び
を
分

か
ち
合

い
、
さ
わ

や
か

で
心
温
ま

る

大
会

の
企
画
運
営

こ
そ
大
切
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

終
わ
り

に
会
員
皆
様
方

の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
中
し
上
げ
、
皆

さ
ん
と

一
緒

に
協
会

の
充
実
と
発
展

に
努
力
す

る
こ
と
を
誓

い
、
ご
挨
拶

と

い
た
し
ま
す

．^

蕨市。岡部田]・ 寄居町の仲間が増えました
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田畑   正 目召
1石 山盛三郎
1高 桑 芳男
|″・■,ヵ   :i,Hi

1田 中 喜一

1日 倉 勝男
1原 日 栄吉

1畑 中 弘雄
1金井 一三

1森田 浅雄

llil番 〔
1植竹  l_■l夫
1樋 H 鉄雄

1栗 島 信 ‐

1誉堰  
農

繕
1渋 沢 英明
清水  准

1野口 善吉
1鈴木秋太郎
1金子 豊次
1倉持 充始L

小寺  稔

1奔昇 進翌

1清水 邦男

1/1ヽ りヽ  '告千ト

1異窪 菱壁

1新井 辰規
三上 佳志
1正能 辰雄

1君塚  六郎
|千島 好春

1森田  明
山書 茂子
小川 重雄
新井 喜一
二見 静男
原 国鉄太郎
村 岡清之進
山烏オJ‐ 荀交ンマ貞Б
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生田  実
松井
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町
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市
村
村
市
町
町

喜
山
郷
槻
螂
　
田
尾
潮
川
田
庄
戸
須
川
谷
手
生
野
に
谷
加
岡
谷
霞
胆
宮
代
伏
観
里
線
能
瀞
滝
蒲
越
座
泉
判
西
　
醐
沼
本
本
川
橋
見
川
田
萌
芳
　
部
居

久
狭
三
岩
春
大
蓮
上
八
小
行
本
杉
加
神
熊
幸
羽
皆
東
越
草
白
深
朝
北
鷺
宮
松
富
川
大
飯
長
大
菖
川
新
神
大
騎
浦
小
妻
北
川
荒
栗
古
桶
戸
南
三
蕨
岡
寄

97
89

250
969
143
272
49
168
56
100
184
39

547
604
52
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603
275
183
109
582

1.574
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平成16年 (2004)8月 1日 彩の国・さいたま グラウンドゴルフ (2)

平成16年度事業計画 平成16年度決算報告

期 日 内 容 会 場 備 考

4月  1日 ～ 4月 30日 平成 16年度 登録受付 県 協会

4月  1日 ～ 4月 30日 平成16年度 登録受付 社 )日 本協会

5月 9日 (日 )輩 10・ 11 県グラウンド・ゴル フ祭 り 北川辺町渡良瀬総合グラウンド

5月 25日 (火 )26日 1級散指導員〈マスタ̈サ■卜〉講習会 国立競技場

5月 30日 (日 〉

予備 6月 5日 (土 )6・

第16回県夏季大会兼

ねん りん ピック選考会 (4名

妻 lll町翻田サ,力 瑚

6月 19日 (上 ) 県協会理事会 さいたま市

6月 中 会報発行

8月  7日 (土 )～ 8日 上級指導者認定試験及 び

上級指導者研修交歓会 (4名

越後場沢わウパホテ,レ

9月  4日
～ 5日

土

日

第 17回 全国

グラウンドゴル フ交歓大

`

宮崎県宮崎市 主催日本協会

9月 17日 (金 )～ 18日 第 12回関東地区

グラウンド・ ゴル フ大会

栃木県矩耐動公園 主催日本協会

10月 2日 (上 )～ 53(火 第 17回 全 国 スポ レク祭 福井県 (春 江町 ) 催文部ll字省

10月 6日 (水 )～ 7日 (本 2級 。3級級麟則絞騰 東京都

10月 16日 (土 )

～ 19日 (火 )

第 17回 ねん りん ピック 群馬県 (大 田市〉

10月 24日 (日 )・ 27日 (本 国体デモス ト競技 杉戸町。川里町・川相・ 吉則

10月 30日 (t)～ 31日 (3) 2級普及指導員養成講習会〈ゴール ド 石川県酢lllAll

10月 3 1 El(日 )

予備 6日 (土 )8・ 9

第 15回 県秋季大会兼

スポ レク選考会〈青木―二杯 )8名

大井町運動公園

12月 末～ 1月 初 会報発行 1000部

平成 17年

1月 29日 (土 )～ 30日 新春交歓大会 千葉県房総方面

(土 ) 県協会理事会

3月 27日 (日 ) 平成 16年度総会・ 表彰デ き,ヽたま市ソニックンテイ

県協会後援事業      加須きわやか絵・熊谷
'、

れあ嗽会・ 囀大会・ lll絵・ 北海酷 蛸始・

主管事業        シルルスポーツ大会(県嶽クラ理合会)

登 録 金 4, 950, 000 143, 500 193. 500 500円 X10,287人 51ulll

補 助 金 85, 000 92, 000 7. 000
雑 収 入 400 000 225. 522
合   計

事■務 |1費

通 信  費 各種通知・電話代等

印 帰1 費 大会・事業印 FIIl

消耗品費 ,バンネームルート調

事務雑費 ▲     8 890 事務用品等

事務局使用料

会|1書■費 1, 150, 000 331 181
会 場 費 120, 000 各種事業会場使用料

会 議 費 各種事業茶葉子等

旅   費 680, 000 役員理事等旅費

事■藁■費| 3. 660, 000 3 750
表 彰 費

派 遣 費 1. 250, 000 役員選手等派遣

什器備品 696 大会・ 協会使用備品等

事業開催賓 057 15月牲 麒に 266.05,脚

会報発刊費

“

開 観 ヽ 188,340囲

交 際 費 60, 000 プロック大会・各協会

慶 弔 費 30, 000 000 10, 000
負■担■金 60. 000 0

日本協会 20, 000 県団体会長

韓一一
諸
．備一■

0 0

18, 825 0 825
予 備 費 0 18,

積 立 |‐ 金 100. 000 100.
積 立 金 100, 000 100 0 積立金

合   計 5, 898 825 6 145 246

収入合計 6 324 847,3-支 出合計 6. 145, 653円 = 179. 194円 次年度へ操り越し

平成16年  1月 25曰監査の結果、帳簿等適正Eつ 正確であることを認めます。
会

※関東大会,立金平成 12年慶  13年 度  14年 度  利 鼠

合割 金額 Y900 141-平 成 15年関 東大会へ 900 000

鋼事細離③
野口 善吉(藝)

並
　
木
　
隆

　
一
一　
加
須
市

第
１１
回
関
東
大
会
（埼
玉
県
）男
子
の
部
第
二
位

津
久
田
　
　
　
昇
　
岩
槻
市

第
Ｈ
回
関
東
大
会
（埼
玉
県
）男
子
の
部
第
三
位

四
分

一　

國
　
夫
　
熊
谷
市

第
Ｈ
回
関
東
大
会
（埼
玉
県
）男
子
の
部
第
六
位

石
　
崎
　
く
　
ら
　
川
里
町

第
Ｈ
回
関
東
大
会
（埼
玉
県
）女
子
の
部
第
五
位

大
　
平
　
　
　
仁
　
岩
槻
市

第
１６
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
（香
川
県
）
第
一〇
位

石
　
井
　
健
　
払
相
　
深
谷
市

第
１６
回
　
全
国
交
歓
大
会
（福
井
県
）

第
二
位

渡
　
辺
　
　
　
進
　
深
谷
市

第
１６
回
　
全
国
交
歓
大
会
（福
井
県
）

第
四
位

柿
　
崎
　
　
　
隆
　
加
須
市

第
１６
回
　
全
国
交
歓
大
会
（福
井
県
）

第
九
位

特
別
表
彰
者
の
皆
さ
ん

（
一こ可〓一一一六　

″
胴
　
性
脹
蒸
刻
釜
．．．ヌ
）

お:め,て とうこざい.ま|す !

平
成
十
六
年
度

専
門
委
員
会
活
動
内
容

１
　
総
務
委
員
会
　
　
　
　
石
井
健
治
他
７
名

①
理
事
会
質
疑
の
整
理

①
規
約
に
つ
い
て
（内
規
を
含
む
）

②
後
援
に
つ
い
て

③
研
修
に
関
す
る
こ
と

④
専
門
委
員
会
の
人
選

②
専
門
委
員
会
規
定
の
見
直
し
と
人
選
の
検
討

０
内
規
の
検
討

④
県
内
市
町
村
の
活
動
動
向
の
把
握

⑤
活
動
の
意
識
調
査

２
　
指
導
者
育
成
委
員
会
　
小
原
　
孝
他
１９
名

０
理
事
会
質
疑
の
整
理

①
講
習
会
会
場
地
変
更
理
由

②
研
修
会
内
容
と
必
要
性

③
大
会

・
行
事
費
用
の
内
容

④
県
内
行
事
開
催
事
情

②
平
成
１６
年
度
上
級
指
導
者
研
修
会
内
容
検

討
と
実
施
案
の
作
成

③
資
格
者
の
管
理
と
更
新
手
続
き

④
資
格
者
推
薦
手
続
き
の
検
討

⑤
資
格
者
の
研
修

・
講
習
会
の
内
容
検
討

３
　
ル
ー
ル
等
委
員
会
　
　
寺
居

一
雄
他
５
名

０
現
行
ル
ー
ル
施
行
現
状
調
査
の
実
施

０
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
現
行
調
査

０
現
行
用
具
使
用
状
況
調
査

０
統

一
ス
コ
ア
カ
ー
ド
普
及
方
法
の
検
討

０
ス
コ
ア
カ
ー
ド
記
入
方
法
の
統

一

⑥
コ
ー
ス
設
定
の
実
態
調
査

４
　
競
技
運
営
委
員
会
　
　
荒
巻
　
清
他
４
名

①
平
成
１７
年
度
県
大
会
開
催
地
の
決
定

②
競
技
委
員
の
見
直
し

０
競
技
委
員
の
役
割

・
内
容
の
検
討

０
県
大
会

・
各
行
事
運
営
の
問
題
点
の
整
理

と
対
応
の
検
討

５
　
広
報
委
員
会
　
　
　
古
谷
都
志
行
他
４
名

０
平
成
１６
年
度
発
行
計
画
と
内
容
の
検
討

０
広
報
紙
内
容
の
検
討

０
‐５
周
年
ま
で
の
活
動
整
理

０
２０
周
年
記
念
誌
内
容
の
検
討

⑤
県
協
会
の
Ｐ
Ｒ
内
容
の
検
討
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５

月

２５

日

～

２６

日

鯉 引動 減ル
県内各地から寄せられた募金は
下記の通りです(15年 12/1～ 16年5/31ま で)

ナイ ス シ ョ ン 月

躊

鱚 券三生2島_二生」ヒ
ID  IC   IB  IA

535352   565654   535347     555352

養
成
請
習
会

一
級
普
及
指
導
員
（マ
ス
タ
ー
）

第
２
回
マ
ス
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
交
流
大
会

講
習
会
に
は
、
石
井
健
治
氏

（
県
協
会
総
務

委
員
長

・
深
谷
市

）
藤
井
範
子
氏
（
県
協
会
事
務

局
員

・
熊
谷
市

）奥
村
登
芙
子
氏

（
県
協
会
会
計

員
）。
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
荒
井
光
市
氏
（
上
尾
市
）

鈴
木
和
子
氏
（
草
加
市
）
が
参
加
さ
れ
た
。

講
習
会
内
容
は
、
８
時
間
に
及
ぶ
都
道
府
県

協
会
に
お
け
る
経
営
、
大
会
の
運
営
と
実
施
等

の
講
義
と
４
時
間
の
実
践
と
講
習
。

こ
れ
に
よ

っ
て
県
下
の
マ
ス
タ
ー
資
格
者
は

２０
名
と
な
り
、
二
級
指
導
員
（
ゴ
ー
ル
ド
）５８
名
、

三
級
指
導
員

↑
ン
ル
バ
ー
）
５
６
７
名
の
陣
容
と

な
り
、
益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

◆
マ
ス
タ
ー

・
サ
ミ

ッ
ト
参
加
報
告

草
加
市
　
鈴
木
和
子

「
日
本
協
会
の
こ
れ
ま
で
」
鈴
木
会
長
の
挨

拶
を
兼
ね
て
の
報
告
講
演
、
研
究
討
議
は

「
Ｇ

Ｇ
協
会
の
こ
れ
か
ら
」
杉
山
広
報
委
員
長
、　
マ
曰

及
指
導
員
の
養
成
及
び
研
修
に
つ
い
て
」
宮
川

ル
ー
ル
委
員
３
細
川
指
導
委
員
長

の
講
話
と
出

席
者

の
意
見
交
換
等

々
の
４
時
間

、^
夕
方
よ
り

情
報
交
換
、
懇
親
会
は
和

や
か
な
雰
囲
気

の
な

か
、
１
日
目
が
終
了
＾

２
日
日
は

「
実
技
と
大
会
運
営

に

つ
い
て
」

日
本
協
会

の
指
導
者
育
成
委
員
が
担
当
さ
れ
、

霞

ヶ
丘
競
技
場

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ｉ
ｃ

芝
生
を
痛
め
な

い
よ
う

に
ス
タ
ー
ト
地
点

に

は
人
工
芝

マ
ッ
ト
を
広
く
敷
き
、

１８
ホ
‐
ル
の

コ
ー
ス
設
定
し
、
交
流
大
会
が
行
わ
れ
た
。

緑
色

の
芝
生
は

１
セ
ン
チ
位

に
刈
ら
れ
整
え

ら
れ
、
ま
る
で
純
毛

の
ジ

ュ
ー
タ
ン
の
上
を

歩

い
て

い
る
よ
う
な
感
触

で
し
た
＾
か

の
ベ

ッ

カ
ム
様
が
走
り
ま
く

っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
Ｇ

Ｇ
が
出
来
た
こ
と
を
全
員
が
感
激
し
ま
し
た

）́

参
加
者

の
方

々
と
も
交
流
を
深
め
、
こ
れ
か

ら

の
Ｇ
Ｇ
の
更
な
る
普
及
を
語
ら

い
つ
つ
、
終

了

い
た
し
ま
し
た
。

満
々
の
水
を
湛
え
た
大
利
根
の
河
日
、
茨
城

・

波
崎
と
千
葉

・
銚
子
に
跨
り
、
日
程
も

一
月
と

二
月
に
跨

っ
て
の
二
日
間
、
新
春
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

県
下
２３
市
町
村
か
ら
バ
ス
７
台
に
分
乗
し
た

２
７
２
名
の
精
鋭
？
が
集
ま

っ
た
。
午
後

一
時

の
開
会
に
も
待
ち
き
れ
ず
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

下
見
に
来
る
そ
の
意
気
込
み
＾
で
も
整
備
を
手

伝

っ
て
呉
れ
れ
ば
尚
嬉
し
か

っ
た
の
だ
が
ｉ
ｃ

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
サ

ッ
カ
ー
練
習
場
に
し
て
は

整
備
さ
れ
て
い
た
。
ホ
ー
ル
囲
り
も
上
々
。

「新
年
の
集

い
」
を
競
技
大
会
方
式
に
移
行

さ
れ
て
１０
回
日
。
プ
レ
ー
す
る
の
が
何
よ
り
好

き
だ

っ
た
宮
崎
会
長
の
姿
は
も
う
見
ら
れ
な
い
ｃ

一
沫
の
淋
し
さ
を
感
じ
た
の
は

一
人
だ
け
で
は

な
か

っ
た
３
開
会
式
に
田
中
事
務
局
長
の
発
言

に
よ
り

一
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

競
技
は
２
日
間
で
１０
ゲ
ー
ム
の
８０
ホ
ー
ル
。

天
候
は
上
々
、
寒
中
と
は
思
え
な
い
程
暖
か
く
、

好
ス
コ
ア
が
期
待
さ
れ
た
。

ホ
テ
ル
は
利
根
川
を
渡
っ
て
、
銚
子
の
大
吠
岬
の

灯
台
の
近
く
。
灯
台
の
点
減
は
も
つ
界
し
み
を
そ

そ
る
も
の
が
あ
る
。
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
夜

―
ち

●
２
日
間
の
成
績
は
次
の
通
り
。

優
　
勝
　
正
能
　
辰
雄
　
騎
西
町
　
１
７
９

準
優
勝
　
加
藤
　
照
子
　
北
本
市
　
１
８
７

３
　
位
　
堀
越
　
信
男
　
加
須
市
　
１
８
９

４
　
位
　
古
郡
　
　
清
　
深
谷
市
　
１
９
０

５
　
位
　
柿
沼
仲
次
郎
　
騎
西
町
　
１
９
１

６
　
位
　
八
嶋
　
勝
義
　
一二
郷
市
　
１
９
２

於

‥
国
立
競
技
場
（神
宮
外
苑
）

月 日 協会・連盟名 金  額 対象大会

/1 b

12/ 9

12/24

12/29

1611/19

1/29

3/30
4/ 1

4/ 2
4/28

4/30
5/ 6

5/11

5/19

5/19

5/26

5/27

5/31

5/31

宮代町 GG協会

川越市 GG協会

杉戸町 GG協会

越谷市 GG連盟

熊谷市 GG協会

岩槻市 GG連盟

埼玉県 GG協会

岩槻市 GG連盟

皆野町 GG協会

行田市 GG協会

上尾市 GG連盟

妻沼田丁GG協会

杉戸町 GG協会

大 宮 GG協会

桶り‖市 GG協会

岩槻市 GG連盟

北本市 GG協会

騎西田]GG連盟

加須市 GG協会

羽生市 GG協会

深谷市 GG協会

埼玉県 GG協会

加須市 GG協会

川本町 GG協会

大 宮 GG協会

熊谷市 GG協会

埼玉県 GG協会

岩槻市 GG協会

6,000
12,300

2,500
4,100

13,100

5,600

6,650
3,000

6,045
1,800

1,700
10,200

2,000

8,400
3,400

2,900
13,755

2,000
9,800

8,000
13,945

7,700

3,280

3,901

8,200

3,800
6,350
1 140

11/23,12/6

10/26

12/7,1/11 月例会

新春大会

2月 度月例会

第6回 市長杯大会

15年 度総会記念他

第22回 町協会大会

第3回 新藤享弘大会

白鶴大会

騎西町会長杯大会

羽生市春季大会

県GG祭

さわやか大会

川本町春季大会

第9回 GGッ ァー大会

定例会長杯、さつき会

県協会夏季大会

5月 度月例大会

28団体 71,826

渡
良
瀬
の
里
に
集
う

一
五
七
〇
名
の
選
手

第
６
回
県
Ｇ
Ｇ
祭
　
５
・９

ブ

ロ

ッ

ク

優
勝
　
西
倉
　
　
力
　
騎
西
町

２
位
　
山
崎
　
佳
勇
　
行
田
市

３
位
　
岡
村
　
孝
七
　
加
須
市

ブ
ロ
ツ
ク

優
勝
　
（ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
宣

菅
原
　
睦
男
　
草
加
市

２
位
　
長
谷
川
雄
幸
　
加
須
市

３
位
　
村
岡
　
千
代
　
白
岡
町

ブ

ロ
ツ
ク

優
勝
　
大
田
　
峯
勝
　
草
加
市

２
位
　
増
田
　
　
保
　
加
須
市

３
位
　
大
沢
　
　
薫
　
羽
生
市

ブ

ロ
ッ
ク

優
勝
　
大
沢
　
俊
雄
　
熊
谷
市

２
位
　
若
林
　
幸
吉
　
草
加
市

３
位
　
石
井
　
紀
男
　
川
越
市

【雨中の決戦!プ レーオフ】
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田田田田騒騒田田田

田田田田田田田田憩

南
か
ら
一
北
か
ら

一寸
０
ノ
よ
４
な
話

隔

鮮

数

刊

さ

い
た
ま
市
浦
和
　
君
「
塚
一
エ
ハ

師
ｍ

さ
い
た
ま
市
の
レ
ク
協
は
、
同
傘
下
の
加
盟

団
体
に
対
し
、
組
織
の
充
実
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
十
六
年
三
月
末
日
を
も

っ
て
、
同

一
種
目

団
体
の
統
合
を
決
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
会

の
規
約

・
団
体
役
員
名
簿

・
加
盟
構
成
団
体
の

一
覧
表
を
期
日
ま
で
の
提
出
で
あ
る
。
そ
の
際

統
合
で
き
な
い
加
盟
団
体
は
当
協
会
の
す
べ
て

の
資
格
を
失
う
と
あ
る
。

（但
し
、　
一
年
間
の
対
応
成
果
は
、
考
慮
さ
れ
る
）

●
主
な
手
順

①
加
盟
し
て
い
る
大
宮
、
浦
和
、
与
野
（不
参

加
）Ｇ
Ｇ
の
会
の
規
約
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
協
議
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
と
し
て

は
名
称

・
団
体
の
性
格

・
事
業
内
容

・
登
録

・

役
員
構
成

（役
員
選
出

・
任
務
、
理
事
会

・
評

議
員
会

・
幹
事
会
等
の
構
成
や
会
議

・
成
立
条

件
、
会
計

，
事
務
所

・
費
用
等
に
関
す
る
こ
と
）

●
結
果
と
し
て

②
大
宮
、
浦
和
の
Ｇ
Ｇ
を
統

一
す
る
名
称
と

し
て
は

一
般
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
協
会

と
し
た
。

③
当
初
、
支
部
制
を
強
く
意
識
し
て
み
た
も

の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｇ
Ｇ
会
の
拠

っ
て
立

つ
基

盤
か
ら
、
規
約
も
か
な
り
包
括
的
な
位
置
づ
け

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
有
の
組
織
体
を
有
効
に

生
か
し
な
が
ら
の
協
会
の
規
約
を
作
成
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

従

っ
て
、
総
則

（名
称

・
事
務
所
）
目
的

・

事
業
組
織

・
役
員

（選
出

・
任
務

・
特
に
会
長

職

・
事
務
局
）
会
議

・
会
計

。
会
計
年
度

・
附

則
を
を
入
れ
、
八
章
を
も

つ
て
構
成
さ
れ
た
。

●
申
し
合
わ
せ
事
項

協
会
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
六
項

目
を
要
し
た
が
、
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

大
宮
Ｇ
Ｇ
協
会

・
浦
和
Ｇ
Ｇ
連
盟
は
、
こ
の
規

約
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間

計
画
事
業
に
基
づ
い
て
従
来
通
り
の
事
業
の
遂

行
、
本
会
々
費

・
レ
ク
協

へ
の
加
盟
資
金

・
補

助
金
に
つ
い
て
や
、
会
の
規
約

・
運
営
に
関
す

る
対
応
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。

●
こ
れ
か
ら
は

大
宮
Ｇ
Ｇ
協
会

・
浦
和
Ｇ
Ｇ
連
盟
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
総
会
を
も

つ
て
、
会
の
規
約

・
団
体
役

員
の
承
認
等
の
手
続
き
も
終
了
し
た
の
で
、
統

合
に
と
も
な
う
相
互
の
Ｇ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
更
な

る
共
通
理
解
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
来
Ｇ
Ｇ

の
も

っ
て
い
る
、
プ
レ
ー
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

。

心
の
交
流
を
ベ
ー
ス
に
、
各
人
の
健
康
管
理
を

め
ざ
し
て
行
く
こ
と
が
、
大
切
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
合

っ
た
。

選
手
と
の
高
度
的
な
技
術
と
手
腕
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

④
ビ

ッ
グ
な
大
会
に
し
て
は
、
会
費
も
５
百
円

と
安

い
。
そ
し
て
賞
品
参
加
賞
に
し
て
も
ま

こ
と
に
実
用
的
で
、
家
庭

へ
の
よ
き
土
産
と

な
る
。
等
々
。

と
も
か
く
、
企
画
、
運
営
、
設
営
、
撤
収
と

こ
ま
ご
ま
な
配
慮
等

々
。
役
員
各
位
に
は
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
来
年
は
土
産
の

一
つ
で

も
持

っ
て
行
か
ね
ば
と
、
今
は
思

っ
て
い
る
の

だ
が
…
。団

襄
藝
菅

川
里
町

木
口
　
　
要

川
里
町
Ｇ
Ｇ
連
盟
で
は
、　
一
昨
年

「
田
島
安

治
」
さ
ん
の
卒
寿
祝

い
に
続

い
て
、
目
出
度
く

米
寿
を
迎
え
た

「椛
田
章

一
」
さ
ん
の
記
念
祝

賀
Ｇ
Ｇ
大
会
が
百
名
を
越
す
参
加
者
を
得
て
、

去
る
１２
月
６
日
、
川
里
中
央
公
園
の
緑
地
（芝

コ

ー
ス
）で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

椛
田
さ
ん
は
、
ゴ
ル
フ
の
優
勝
経
験
を
生
か
し

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
も
大
会
優
勝
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
意
気
込
ん
で
居
り
ま
す
。

川
里
Ｇ
Ｇ
連
盟
で
は
、
先
輩
の
長
寿
の
心
意

気
を
教
訓
に
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
埼
玉
国
体
Ｇ

Ｇ
に
む
か

つ
て
、
町
内
の
雰
囲
気
は
意
気
揚
々

と
輝
い
て
い
ま
す
。

岩
槻
市
　
リ
　
リ
　
子

○
希
望
の
ワ
ン

役
員
は
い
つ
も
男
性
ば
か
り

こ
の
世
の
中
は
　
男
と
女

裏
と
表
の
世
の
中
よ

ク
ラ
ブ
の
中
で
も
　
男
女
は
同
権

男
性
陣
だ
け
で
牛
耳
ら
な
い
で
…

○
希
望
の
ツ
ウ

歳
は
と

っ
て
も
　
お
し
や
れ
は
大
事

鼻
毛
な
ど
の
ぞ
か
せ
な
い
で

も

っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な

っ
て
よ
ね

エ
チ
ケ
ッ
ト
と

エ
ス
コ
ー
ト

私
も
女
性
の

一
人
で
す
か
ら

３
希
望
の
ス
リ
ー

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
　
つ
ぎ
つ
ぎ
と

女
性
陣
が
決
め
て
行
く

女
は
強
く
な

っ
た
よ
ね
―

社
会
情
勢
と
同
じ
だ
ね
―

脱
帽
の
で
き
な
い
男
は
　
き
ら
い
だ
よ
―

『
版
蒲
鰈
与

●
５
月
５
日
（金
）川
越
市
を
中
心
と
し
た
協
会

員
が

「第
８
回
　
小
江
戸
川
越
Ｇ
Ｇ
大
会
」
に

集
ま
り
ま
し
た
。

周
辺
１２
市
町
村
か
ら
４
５
７
名
が
参
加
。
昨

年
の
関
東
大
会
が
行
わ
れ
た

「安
比
奈
親
水
公

園
」
で
、
川
越
市
Ｇ
Ｇ
協
会
会
長
　
大
澤

一
男

氏
の

「周
辺
市
町
村
の
親
睦
と
技
を
磨
く
こ
と

を
目
的
に
、　
一
日
を
頑
張

っ
て
下
さ
い
」
と
の

挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

生
憎
と
途
中
で
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、
雨
に

も
負
け
ず
に
競
技
は
続
行
さ
れ
、
参
加
者

一
同

は
晴
々
と
し
た
顔
で
大
会
を
終
わ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
ち
な
み
に
優
勝
者
の
ス
コ
ア
は
７８
打

で
し
た
。

●
念
願
で
あ

っ
た
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
Ｇ

Ｇ
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

三
芳
町
立
竹
間
沢
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６
年

生
の
１７
名
で
、
本
年
４
月
よ
り
毎
週
木
曜
の
週
一回

の
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
が
生
ま
れ
た
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
こ
と
が
話
題

と
な

っ
て
、
私
た
ち
の
練
習
場
に
も
見
学
者
が

現
れ
、
入
会
希
望
者
も
で
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
で
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

が
会
員
で
、
食
事
の
時
な
ど
話
が
弾
み
、
家
庭

団
栞
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
事
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
底
辺
を
拡
げ
る
こ
と

が
既
に
会
員
拡
大
と
な
り
、
や
が
て
は
子
ど
も

た
ち
だ
け
の
大
会
も
開
催
で
き
る
の
で
は
と
、

私
の
夢
も
ふ
く
ら
み
ま
す
ｃ

こ
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
に
あ
た

つ
て
い
る

た
め
、
子
ど
も
達
の
登
下
校
途
中
で

「
お
早
う

ご
ざ

い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
元
気
な
声

が
貰
え
る
よ
う
に
な
り
、
私
自
身
が
嬉
し
く
な

っ
て
い
る
昨
今
で
す
。

摯［け諧け一一̈
』咋『岸］

熊
谷
市
　
生
二

十
万

腋
に
力
＾

毎
年
四
月
二
十
九
日
、
ス
ポ
レ
ク

・
ね
ん
り
ん

に
出
場
し
た
Ｏ
Ｂ
選
手
達
と
深
谷
、
熊
谷
な
ど

近
隣
２３
市
町
村
か
ら
の
選
手
と
の
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

深
谷
市
工
場
団
地
の

一
角
に
あ
る
古
河
ス
カ

イ
（株
）の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
樹
木
に
囲
ま
れ
、
と

に
か
く
広
い
。
野
球
場
に
Ａ
・Ｂ
コ
ー
ト
３２
ホ
‐

ル
。
帯
状
に
拡
が
る
松
林
を
挟
ん
で
Ｃ
・Ｄ
コ
ー

ト
も
３２
ホ
‐
ル
、
総
計
６４
ホ
‐
ル
が
設
置
さ
れ
、

午
前
に
３２
ホ
‐
ル
、
午
後
に
３２
ホ
‐
ル
を
消
化

す
る
の
だ
か
ら
、
競
技
者
に
は
魅
力
的
な
大
会

だ
と
云
え
る
が
、
運
営
す
る
役
員
の
苦
労
は
並

で
は
な
い
な
と
同
情
と
感
謝
の
念
。

Ａ
・Ｂ
コ
ー
ト
と
Ｃ
・Ｄ
コ
ー
ト
の
仕
切
り
と
な
る

中
間
の
松
林
は
、
陽
射
し
を
和
ら
げ
、
緑
陰
は
涼
風

を
誘
う
。
こ
こ
が
五
百
名
の
休
憩
場
所
。

さ
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は

①
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
８
ラ
ウ
ン
ド
６４
ホ
‐
ル
を
待

ち
時
間
な
し
で
消
化
で
き
る
。

②
大
会
趣
旨
で
あ
る
参
加
者
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
充
分
に
図
れ
る
ｃ
多
く
の
方
々
と
の
交

流
を
図
る
為
、
午
前
と
午
後
で
は
同
伴
メ
ン

バ
ー
の
組
み
替
え
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る

Ｃ
全
国
大
会
出
場
の
Ｏ
Ｂ
選
手
と
市
町
村
推
薦

）


